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学部長挨拶－GeFAH が求められるもの－ 

 

応用生物科学部  福井博一  

 

岐阜県中央家畜保健衛生所･高度病性鑑定センターが

2017 年に岐阜大学キャンパスに移転するにあたり、

2015 年 4 月に GeFAH（応用生物科学部附属家畜衛生地

域連携教育研究センター）が設置されました。  

GeFAH が担う家畜衛生教育と研究の推進は、現在国際

的に大きな話題となっている TPP（環太平洋戦略的経済

連携協定）の影響を大きく受けると推定されている畜産

業における最重要課題です。岐阜県の動物産業には、肉

用牛の全国ブランドとして成長した「飛騨牛」や全国規模の種鶏・種卵を担う養鶏

産業をはじめ、「奥美濃古地鶏」、「美濃ヘルシーポーク」や「けんとん」などがあり、

GeFAH への期待は今後ますます大きくなっていくと思われます。さらに、近年の

国際化に伴って鳥インフルエンザ・BSE・口蹄疫・豚流行性下痢など、海外からの

家畜感染症の侵入の危険性が高まっており、これらの家畜感染症のグローバル化に

伴う国際性を有する高度な獣医療に対応できる獣医師の養成、及び地域で働く獣医

師の卒後のスキルアップも急務とされています。  

このような状況の中で、GeFAH が岐阜県と共同して家畜衛生の全国モデルを確立

し、将来は中部・近畿地方の中核拠点としての役割を果たすことが期待されていま

す。設立初年度を終えて、GeFAH は積極的に活動を行い、実績を挙げてきたもの

と思います。関係者の皆様の献身的なご努力とご支援に深く感謝申し上げると共に、

これからの発展を期待いたしております。  
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学科長あいさつ 

 

共同獣医学科  鈴木正嗣  

 

 

 岐阜県中央家畜保健衛生所･高度病性鑑定センターのキ

ャンパス内移転ならびに GeFAH（応用生物科学部附属家

畜衛生地域連携教育研究センター）の設置は，次の二点に

おいて極めて大きな社会的意義を内包しております。  

 一つは，岐阜大学の基本戦略にも明記された「地域政策

への貢献」に関わる意義です。上記の移転・設置により，

病性鑑定などの実務が，本学の有する人的資源や情報資源

等を活用しつつ展開されることになります。これは，まさに「血の通い合う連携体

制」の確立にほかならず，岐阜県のみならず近隣地域も含めた家畜衛生の推進に大

きく貢献することに疑いの余地はありません。  

 もう一つの意義は，産業動物臨床や家畜衛生に携わる獣医師の不足（いわゆる獣

医師の職域偏在化問題）への対処とも言える側面です。GeFAH において行われる

産業動物関連の実践的かつ体験型の実習は，学生のモチベーションを刺激し，少な

からぬ学生の進路を産業動物臨床・家畜衛生分野に誘導することになるでしょう。  

 この二点のみに限定しても，GeFAH の存在は今後の日本の獣医系大学が採用す

べき姿のモデルを提示しております。つきましては，くれぐれも皆様方のご指導と

ご支援を賜りたく，ここにお願いをさせて頂く次第です。  
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センター長あいさつ 

 

当センターは、名称を家畜衛生地域連携教育研究センター（ Education and 

Research Center for Food Animal Health, Gifu University: GeFAH）といいます。

舌を噛みそうな名前なので略称で GeFAH（ジーファー）と呼んでいます。岐阜大

学ャンパス内に移転する予定（2017 年 4 月）の岐阜県との連携事業を展開すること

を目的として 2015 年 4 月に設置されました。大学と県が密に連携することにより、

産業動物に関連する現場体験と病気の診断を融合させた教育と研究を進めることに

より、病気の防御・まん延防止に関する豊富な知識を有し、現場・地域で活躍でき

る獣医師養成を目指しています。連携事業として、今年度から共同獣医学科の学生

を対象とする家畜保健衛生に関する体験実習、野外発生例を対象とする病性鑑定実

習、家畜保健衛生業績発表の学内開催、鳥インフルエンザ防疫演習、連携勉強会家

畜衛生推進会議の支援等を始めました。家畜を対象とする共同研究も GeFAH の重

要な取り組みの一つであり、いくつかの共同研究が始まっています。また、GeFAH

では管理栄養士等を目指す学生を対象とする教育支援を行う等、さまざまな学問分

野の学生が動物の衛生管理などを体験できる機会を提供し、教育関係共同利用拠点

となれるように努力をしていきたいと考えています。皆様の強力なご指導とご支援

をお願いいたします。  

 

平成 28 年 3 月         

GeFAH センター長  北川  均  
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１．GeFAH 組織および構成員 

 ○  組織 

 

○構成員  

   センター長  北川  均、  副センター長  浅井鉄夫  

   家畜防疫部門          家畜衛生部門  

部門長 浅井鉄夫      部門長  大場恵典   

伊藤直人        北川 均  

猪島康雄        高須正規  

大屋賢司        八代田真人  

高島康弘  

  事務  応用生物科学部管理係長 山田健太郎  
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２．関連規則 

１）岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育研究センター規程  

                           平成２７年３月１８日  

                            規程第６４号  

（趣旨）  

第１条  この規程は，岐阜大学応用生物科学部規程第２条に基づき，岐阜大学応

用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育研究センター（以下「センター」とい

う。）の組織及び運営に関し必要な事項を定めるものとする。  

（目的）  

第２条  センターは，岐阜県中央家畜保健衛生所及び高度病性鑑定センターと連

携・協力して，獣医学，特に家畜衛生学関連教育研究及び共同獣医学科の獣医

学教育の充実を図ることを目的とする。  

（教育研究部門）  

第３条  センターに，次に掲げる部門を置く。  

一  家畜感染症対策部門   

二  家畜飼養衛生管理部門  

（業務）  

第４条  家畜感染症対策部門は，次に掲げる業務を行う。  

一  病原体の感染・伝播機序等の解明に関すること。  

二  病性鑑定、予防対策等の教育・研究に関すること。  

三  監視伝染病発生及びまん延防止監視伝染病予防衛生指導に関すること。  

四  自衛防疫指導推進等の改善に関すること。  

五  家畜感染症関連実習に関すること。  

六  その他家畜感染症対策に関すること。  

２  家畜飼養衛生管理部門は，次に掲げる業務を行う。  

 一  各種疾病損耗防止・健康家畜育成に関すること。  

二  飼料管理・畜舎環境整備・飼養衛生に関すること。  

三  安全・高品質畜産物生産促進指導に関すること。  

四  飼育環境改善・経営指導による畜産業振興に関すること。  

五  家畜飼養衛生関連実習家畜の飼養管理に関すること。  

六  その他家畜飼養衛生管理に関すること。  

（職員）  

第５条  センターに，次に掲げる職員を置く。  

一  教育職員（大学院連合獣医学研究科専任教員を含む。）（併任教育職員）  

二  その他センター長が必要と認める者  

（センター長）  

第６条  センターにセンター長を置き，応用生物科学部共同獣医学科の教授をも

って充てる。  
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２  センター長は，第９条第１項に規定する運営協議会の意見を聴いて，応用

生物科学部長（以下「学部長」という。）が選考する。  

３  センター長は，学部長の命を受け，センターの業務を総括する。  

４  センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，任期の途中でセ

ンター長の交代があった場合の後任のセンター長の任期は，前任者の残任期間

とする。  

５  センター長に事故があるときは，副センター長がその職務を代理する。  

（副センター長）  

第７条  センターに副センター長を置き，第９条第１項に規定する運営協議会の

意見を聴いて，センターの教育職員の教授又は准教授のうちからセンター長が

指名する。  

２  副センター長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，任期の途中で

副センター長の交代があった場合の後任の副センター長の任期は，前任者の残

任期間とする。  

（部門長）  

第８条  第３条に規定する各研究部門に部門長を置き，センター長が指名する当

該研究部門の教授をもって充てる。  

２  部門長は，当該研究部門における研究に関し総括及び調整を行い，センタ

ーの目的達成のため，他研究部門と連携して業務を遂行する。  

３  部門長の任期は２年とし，再任を妨げない。ただし，任期の途中で部門長

の交代があった場合の後任の部門長の任期は，前任者の残任期間とする。  

（運営協議会）  

第９条  センターの管理運営に関し重要事項を審議するため，センターに運営協

議会を置く。  

２  運営協議会に関し必要な事項は，別に定める。  

（雑則）  

第１０条  この規程に定めるもののほか，センターに関し必要な事項は，学部長

が定める。  

附  則  

 この規程は，平成２７年４月１日から施行する。  

 

 

２）岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育研究センター運営協議会細則  

                        平成２７年３月１８日  

                            細則第７２号  

（趣旨）  

第１条  この細則は，岐阜大学応用生物科学部附属家畜衛生地域連携教育研究セ

ンター（以下「センター」という。）規程第９条第２項の規定に基づき，セン

ター運営協議会（以下「協議会」という。）に関し，必要な事項を定めるもの
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とする。  

（組織）  

第２条  協議会は，次の各号に掲げる委員で組織する。  

一  センター長  

二  副センター長  

三  併任教育職員  

四  共同獣医学科及び附属動物病院から選出された教育職員  ２名  

五  各課程長  

六  事務長  

七  その他協議会が必要と認める者  

２  前項第４号及び第５号に規定する委員の任期は２年とし，再任を妨げない。

ただし，任期中に欠員が生じた場合の後任者の任期は，後任者の残任期間とす

る。  

（協議事項）  

第３条  協議会は，次の各号に掲げる事項を審議する。  

一   センター長候補者の推薦に関する事項  

二   教育研究に関する事項  

三  予算及び決算に関する事項  

四   管理運営に関する事項  

五  その他センターに関する重要事項  

（委員長）  

第４条  協議会に委員長を置く。  

２  委員長は，センター長をもって充てる。  

３  委員長は，協議会を招集し，その議長となる。  

４  委員長に事故があるときは，あらかじめ委員長が指名する委員がその職務

を代理する。  

（会議）  

第５条  協議会は，委員の過半数の出席をもって成立する。  

２  議事は，出席委員の過半数をもって決し，可否同数のときは，議長の決す

るところによる。  

（庶務）  

第６条  協議会の庶務は，応用生物科学部総務係において処理する。  

（雑側）  

第７条  この細則に定めるもののほか，協議会に関し必要な事項は，協議会の意

見を聴いて、学部長が定める。  

附  則  

この細則は，平成２７年４月１日から施行する。  
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３．関連施設 

１） GeFAH 実験室、実習室  

岐阜県中央家畜保健衛生所 3 階部分に下記の部屋割りで研究室、実験室、実習

室が設置される。また、1 階部分に講義室が加わる予定である。   

 

また、岐阜県中央家畜保健衛生所および高度病性鑑定センターと連携協力して家

畜衛生と産業動物臨床関連の現場体験および高度病性鑑定融合型教育を推進するた

めに、下記物品の整備を平成 27 年度と平成 28 年度に予定している。 
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２） GeFAH 実験室 

 GeFAH は、2017 年 3 月に完成予定の岐阜県中央家畜保健衛生所 3 階部分に

研究室と実験室を設置することになっているが、それまでの移行的な措置とし

て、大学院棟の南にある野生動物管理学教育研究センターの一角に下記のよう

な実験室を整備した。実験室は安全キャビネット、オートクレーブ、インキュ

ベーターを備え、2016 年 3 月 29 日付で BSL2 の承認を受けた。   
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４．予算  

予算  内容  担当者  金額  

応用生物科学部  

 学部長裁量経費  

GeFAH 運営費補助  －  500,000 

大学、活性化経費  家畜衛生推進の取り組み・地域連

携勉強会の開催  

北川  均  400,000 

岐阜県中央家畜保健衛生所と応用

生物科学部附属家畜衛生地域連携

教育研究センターとが連携した家

畜衛生に関する現場体験型実践教

育の充実（動物衛生学実習、公衆・

家畜衛生インターンシップ実習、

獣医学インターンシップ演習）  

大場  恵典  450,000 

人畜共通感染症の観点から見た岐

阜県産ジビエの品質保持  

高島  康弘  500,000 

健 や か な 家 畜 生 産 を 可 能 と す る

「家畜衛生コンソーシアム」の構

築  

髙須  正規  500,000 

岐阜大学  

施設の有効活用  

（提案募集型）  

安全キャビネット  浅井鉄夫  989,000 

合計  7,839,000 
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５．活動日誌  

 2015 年  

4 月 1 日   家畜衛生地域連携教育研究センター（GeFAH）設置  

4 月 7 日  学部 GeFAH 運営協議会  

4 月 14 日  GeFAH 実務者会議（岐阜大学）  

5 月 21 日  GeFAH 実務者会議（岐阜大学）  

6 月 4 日  家畜衛生推進会議打合せ（大垣市）  

7 月 7 日  第 1 回動物医薬品調査委員会（岐阜県庁）  

7 月 13 日  動物用医薬品調査委員会現地立ち入り調査（関市）  

7 月 31 日  岐阜家畜保健衛生所説明会の開催  

8 月 5 日  第 2 回動物医薬品調査委員会（岐阜県庁）  

8 月 11 日  家畜衛生に係る教育及び防疫等に関する専門部会（岐阜大学）  

 家畜衛生推進会議打合せ（岐阜大学）  

8 月 20 日    岐阜県中央家畜保健衛生所（高度病性鑑定センター）見学（大場）  

8 月 21 日  岐阜女子大学実習打ち合わせ（岐阜女子大学）  

8 月 25 日  岐阜市立女子短期大学実習打ち合わせ（岐阜市立女子短期大学） 

9 月 24 日  GeFAH 実務者会議（岐阜大学）  

9 月 29 日～10 月 2 日 鹿児島県中央家保獣医師  短期技術研修  受け入れ  

10 月 22 日  動物医薬品残留の原因究明に関する打ち合わせ（岐阜大学）  

10 月 27 日  笠松競馬場見学（岐南町）  

11 月 4 日  GeFAH 実務者会議（岐阜大学）  

第 1 回家畜衛生連携勉強会（岐阜大学）  

11 月 5 日  家畜保健衛生所に対する意識調査（アンケート）実施  

11 月 6 日  土地利用、建物使用、施設利用・管理専門部会（岐阜大学）  

11 月 10 日  家畜衛生に係る教育及び防疫等に関する専門部会（岐阜大学）  

11 月 12 日  岐阜女子大学実習打ち合わせ（岐阜女子大学）  

  名古屋市食肉衛生検査所、と畜場、化製処理場見学（獣医学課程

35 人）  

11 月 13 日  家畜衛生に係る教育及び防疫等に関する連携協議会（岐阜大学） 

11 月 15 日  宮崎県家畜保健衛生による家畜衛生に関わる講義（岐阜大学）  

12 月 2 日  第 2 回家畜衛生連携勉強会（岐阜大学）  

12 月 3 日  インフルエンザ防疫演習、農林水産省担当者へ説明（農水省）  

12 月 8 日   森永乳業中京工場  見学 （獣医学課程 35 人）  

12 月 14 日  岐阜女子大学実習（岐阜大学）  

12 月 16 日  家畜衛生推進会議打合せ（大垣）  

2016 年  

1 月 6 日  第 3 回家畜衛生連携勉強会（岐阜大学）  

1 月 12 日  岐阜市立女子短期大学 B クラス実習（岐阜大学）  
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1 月 14 日  動物医薬品残留の原因究明に関する打ち合わせ（岐阜大学）  

1 月 15 日  産業動物畜種別疾病講習会及び理解醸成のための講習会（岐阜大

学）  

1 月 21 日  関市食肉センター（と畜場）見学  （獣医学課程 6 人）  

1 月 25 日  岐阜市立女子短期大学 A クラス実習（岐阜大学）  

1 月 27 日   岐阜県中央家畜保健衛生所起工式（岐阜大学）  

2 月 3 日  第 4 回家畜衛生連携勉強会（岐阜大学）  

動物取扱責任者講習会  関保健所（美濃市）  

2 月 4 日   動物取扱責任者講習会  西濃保健所（大垣市）  

2 月 8 日   動物取扱責任者講習会  岐阜保健所（岐阜市）  

2 月 9 日   動物取扱責任者講習会  東濃保健所（多治見市）  

2 月 12 日  動物取扱責任者講習会  中濃保健所（美濃加茂市）  

2 月 15 日  家畜衛生に係る教育及び防疫等に関する専門部会（岐阜大学）  

2 月 16 日  動物取扱責任者講習会  岐阜市保健所（岐阜市）  

2 月 18 日  動物取扱責任者講習会  飛騨保健所（高山市）  

2 月 19 日  土地使用・建物使用・施設利用・管理専門部会（岐阜大学）  

2 月 8 日  動物用医薬品調査委員会現地立ち入り調査（高山市朝日町）  

2 月 24 日  平成 26 年度活性化経費成果報告会（岐阜大学）  

2 月 29 日  第 4 回動物用医薬品調査委員会（岐阜県庁）  

3 月 2 日  第 5 回家畜衛生連携勉強会（岐阜大学）  

3 月 3 日  第 4 回家畜衛生に係る教育及び防疫等に関する連携協議会（岐阜

大学）  

3 月 4 日  家畜衛生推進会議打合せ（大垣市）  

3 月 9-10 日   鳥インフルエンザ防疫演習（岐阜大学）  

3 月 16 日  GeFAH 実務者会議（岐阜大学）  

3 月 17 日  家畜衛生推進会議（大垣市）  

3 月 22 日  応用生物科学部シンポジウム（岐阜大学）  

3 月 28 日  連携推進会議（岐阜県知事と岐阜大学学長の定期協議会）（岐阜

県庁）  
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６．岐阜県中央家畜保健衛生所起工式  

2016 年 1 月 27 日  
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７．活動実績 

 ○施設整備  

１）実験室整備                        担当：  浅井鉄夫  

「家畜衛生地域連携教育研究センター」（ GeFAH）は、 2015 年 7 月末まで野生動物

管理学研究センターの資材庫として利用していたスペースを、家畜衛生地域連携教育研

究センター実習室として利用開始し、岐阜県家畜保健衛生所を中心に研修を受け入れて

いる。現在までに培養

器や遺伝子実験装置を

搬 入 し 、 一 般 実 験 室

（ BSL1）として実習可

能な状態に整備した。

さらに、安全キャビネ

ット等を導入して 2016

年 3 月 29 日付で BSL2

の承認を受けた。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２） GeFAH 整備                  担当：大屋賢司、山田健太郎  

2019 年の岐阜県中央家畜保健衛生所の完成時に 3 階に設置される GeFAH の整備を

事前に進めておく必要がある。2017 年度は、大学本部及び応用生物科学部の支援を

得て、下記の実習室及び実習準備室の設備を整備した。これらは、実習室に必要な

標準的な機器類である。研究室及び講義室等の整備は、2019 年度以降に計画されて

いる。  

 

場所  品目  規  格  単価  個数  H28 要求  

実習室  実験台  岡村製作所  478,000 6 2,868,000 

 
実験室用椅子  

 
18,532 70 1,297,240 

 
安全キャビネット  MHE-S1300A2 1,413,180 2 2,826,360 

 
電子天秤  A&D  600g (0.01g)  45,716 6 274,298 

 
恒温機  東京理科機器  SLI-700C 194,400 1 194,400 
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○教育関連  

 １）岐阜大学共同獣医学科  家畜保健衛生所業務の体験実習   担当  大場恵典  

  A）岐阜家畜保健衛生所説明会の開催  

内   容：家畜保健衛生所の職員による実際の業務関する講義  

実  施  日： 2015 年 7 月 31 日  

参  加  者：学生 6 名、県職員 2 名、大学教員 3 名の参加 

B) 岐阜県中央家畜保健衛生所（高度病性鑑定センター）見学  

実  施  日： 2015 年 8 月 20 日  

参  加  者：学生 3 名 

C）笠松競馬場見学  

実  施  日： 2015 年 10 月 27 日  

参  加  者：学生 5 名、大学教員１名  

D) 宮崎県家畜保健衛生所職員による家畜衛生に関わる講義  

家畜保健衛生所に対する意識調査（アンケート）  

実  施  日： 2015 年 11 月 5 日  

対象学生： 4、 5 年生 58 名（男性 27 名、女性 31 名） 

4 年生 33 名（男子 12 名、女子 21 名） 

5 年生 25 名（男子 15 名、女子 10 名） 

 

  意識調査アンケート結果  

Q1.家畜保健衛生所について聞いたことがありますか？  

 はい   58 名  （ 98％）   いいえ  １名  （ 2％）  

Q2.  Q1 で「はい」と答えた方（ 57 名）は、その仕事内容を知っていましたか？  

 はい   45 名  （ 79％）    いいえ  11 名  （ 19%）   回答なし   1 名  （ 2%）  

Q3. 家畜保健衛生所についてもっと知りたいですか？  

 はい   35 名  （ 60%）  いいえ  23 名（ 40%）  

Q4. Q3 で「はい」と答えた方（ 35 名）は、その理由は何ですか？（複数回答可） 

 
冷蔵薬用ケース  日本フリーザ  BMS-501F3 398,520 1 398,520 

 
正立顕微鏡  ﾗｲｶ  DM500-1 184,032 6 1,104,192 

 

純粋・超純水  

作製装置  
ミリポア  El ixEssential3UV 1,220,400 1 1,220,400 

 
小計  

   
10,183,410 

実習  乾熱滅菌器  ヤマト科学  SK601 237,600 1 237,600 

準備室  製氷機  ホシザキ  FM-120K 637,200 1 637,200 

 
小計  

   
874,800 

 
計  

   
11,058,210 
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  就職先として検討する    18 名（ 52%）   

 仕事内容に興味がある       13 名（ 38%）  

  講義実習の補完と考える      4 名（ 10%）  

Q5. Q3 で「はい」と答えた方（ 35 名）は、どのような希望がありますか？（複数

回答可）  

 施設見学  13 （ 37%）  

 施設内業務見学  12 （ 34%）  

 施設外業務見学  11 （ 31%）  

 施設内業務体験  9 （ 26%）  

 施設外業務体験  7 （ 20%）  

 家保以外の畜産施設  7 （ 20%）  

 希望無し  7 （ 20%）  

Q6. 将来の就職先をどのように考えていますか？  

 公務員  8 （ 14%）  

 就職先の一つに公務員  25 （ 43%）  

 他の就職先  17 （ 29%）  

 未定  8 （ 14%）  

Q7. Q6 で「公務員を希望」または「就職先の一つとして公務員を考えている」と

答えた方（ 33 名）は、県職を希望または考えていますか？  

 はい   32 名（ 97%）  いいえ   1 名  （ 0.3%）  

Q8. Q7 で「はい」と答えた方（名）は、どこの県ですか？  

 岐阜県    3 名  （  9%）  

 出身県   12 名  （ 37%）  

 他県     9 名   （ 27%）  

 未定     9 名  （ 27%）  

Q9. Q7 で「はい」と答えた方（ 32 名）は、どの分野を希望または考えていますか？  

 畜産          12 名  （ 38%）  

 食肉検査・保健所    11 名  （ 34%）  

 未定           9 名  （ 28%）  

 

E）産業動物獣医療への理解醸成講習会、畜種別疾病講演会  

中央畜産会の支援を得て、産業動物（ウシ、ブタ、ニワトリ）そ

れぞれの家畜の疾病および産業動物獣医師の業務に関する講習会を

開催した。  

 

開催日時：  2016 年 1 月 15 日（金）  13:25～ 16:30 

場   所：  岐阜大学  応用生物科学部  附属農場  博物館実習室  

対   象：  獣医学課程４年次 32 名 

講演内容：  産業動物臨床の現場における疾病、診療、防疫について  
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      （職場紹介も含む）  

講   師：  講師 9 名  

   ＜理解醸成講習会＞ 13:30～  

演題  講師 

農業共済獣医師の仕事  井口智詞（岐阜県農業共済組合連合会）  

高山市の畜産業と獣医師  柳  直人（高山市  家畜診療所）  

産業動物獣医師の仕事  竹内基貴（あかばね動物クリニック）  

産業動物臨床の現場  廣瀬春菜（兵庫県農業共済組合連合会）  

郡上市家畜診療所について  河島孝典（郡上市  家畜診療所）  

 

   ＜畜種別疾病講演会＞15:15～ 

演題  講師 

畜種別疾病講習会  因幡忠史（愛知県農業共済組合）  

中小家畜研究センターの紹

介と家畜ブタについて  
高橋奈津美（静岡県畜産技術研究所）  

家畜保健衛生所の紹介  廣瀬与志乃（岐阜県中濃家畜保健衛生所）  

畜種別疾病講習会  今枝紀明（今枝アニマルクリニック）  

 

 講演終了後、同会場にて総合討論を行った。  

   

 

 

 ２）岐阜女子大学家政学部健康栄養学科との教育連携  

目   的：管理栄養士を目指す学生を対象とする Farm to Table 衛生教育。肉

になる前の家畜の飼育方法と衛生管理等を理解し、食品や調理の衛生管理等

に資すること  

授業科目：  臨床内科学実習と獣医生理学実習の一環として実施  

担   当：  岐阜女子大学家政学部  長谷川幹冶、清水祐美  

岐阜大学応用生物科学部  附属家畜衛生地域連携教育研究センター

（GeFAH）・共同獣医学科教員，岐阜フィールド科学教育研究センター

技術職員  
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実  施  日：2015 年 12 月 14 日  

参加人数：学生 33 名、随行教員 2 名  

実施場所：岐阜大学応用生物科学部 GeFAH、農場、共同獣医学科  

スケジュールと内容：   

12:50 岐阜女子大学出発（長谷川幹冶、清水祐美） 

13:30     岐阜大学着     

13:35－ 13:45 はじめのあいさつ（学科長  鈴木

正嗣） 

オリエンテーション、今日のスケ

ジュール（北川  均）  

13:45－14:05 ウシのはなし：草からミルクが

できる（椎名貴彦）  

14:10－14:30 岐阜大学農場の説明  ウシの衛生管理（搾乳前後～乳の出荷

まで）（有代直人技術職員）  

14:30－14:55 農場への入り方、消毒の意義・必要性、防護服の着用方法（大

場恵典）  

15:00－16:00 防護服、長靴等に着替え  農場見学（大場恵典、高須正規、

浅井鉄夫、伊藤直人、北川  均） 

飼育現場の説明と動物に触れること。 1 班は牛舎

見学 30 分（有代直人技術職員）、

もう 1 班は鶏舎見学と説明（酒向

隆司技術職員）。  

16:00－16:30 レポート、着替え、終わりのあい

さつ等  

（北川、長谷川、清水）  

16:30  バスで岐阜女子大学へ戻る  

 

実施経過   

1）当日は、岐阜女子大学の学生が予定より早く岐

阜大学に到着したが、農場職員の迅速な対応によ

って、受入体制を整えていただいた。  

2）まず岐阜大学フィールド科学センター加工棟の教室に入り、はじめのあい

さつ、共同獣医学科長  鈴木正嗣から挨拶があった後で、北川から本日のスケ

ジュールと注意事項について説明をした。  

3）次いで椎名准教授による「ウシのはなし：草か

らミルクができる」を聴講した。このような内容

の授業は初めてのようで、興味深く聞いていただ

いたようである。熱心な質問も多かった。  

4) 有代技術職員による岐阜大学農場の説明とウシ
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の衛生管理（搾乳前後～乳の出荷まで）を聞いた。やはりまじめで熱心な聴

講態度であり、多くの質問があった。  

5）大場教授から農場への入り方、消毒の意義・必要性、防護服の着用方法に

ついて説明があった。その後で、防護服、長靴、グローブ等に着替えた。  

6）牛舎見学（有代）、もう 1 班は鶏舎見学と説明（酒向）30 分。案内は大場、

高須、浅井、伊藤、北川。家畜飼育の現場の衛

生管理、搾乳とミルクの出荷までの管理等を体

験学習した。担当者の熱心な説明にたくさんの

質問があり、またウシに触れたり、ヒナを抱い

たりなど、動物に実際に触れることも体験した。 

7）見学終了後に教室に戻り、レポート（アンケ

ート）を作製した。授業評価は非常に高く（ 5

点満点で 4.52～4.85、総合評価 4.82）、自由記載欄においても、「ウシ、ニワ

トリに触れることができて楽しかった」、「動物の衛生管理がしっかりしてい

て安全な食品をつくるための努力が理解できた」、「普段食べている卵や肉、

ミルクなどを作ってくれる家畜や酪農家の人たちへの感謝の念が強くなっ

た」、「衛生管理がしっかりしていて、そのおかげで安心してミルクを飲むこ

とができる」、「管理栄養士として今日学んだことを生かしながら、食の大切

さを伝えていきたい」などの感想があり、「肉になる前の家畜の飼育方法と衛

生管理等を理解し、食品や調理の衛生管理等に資する」というこの授業の目

的を満たしたと考えられる。  
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アンケート集計  

岐阜大学－岐阜女子大学連携授業  アンケ

ート集計    
33 名  2015 年 12 月 14 日  

個々の授業について 
      

１．ウシのはなし：草からミルクができる  
    

  おもしろかった  はい  33 いいえ 0 回答なし  0 

  興味をもった  はい  30 いいえ 1 回答なし  2 

２．岐阜大学農場の概要  ウシの衛生管理（搾乳前後～乳の出荷まで）  

  おもしろかった  はい  32 いいえ 0 回答なし  1 

  興味をもった  はい  32 いいえ 0 回答なし  1 

３．農場への入り方、消毒の意義・必要性、防護服の着用方法  

  おもしろかった  はい  31 いいえ 1 回答なし  1 

  興味をもった  はい  30 いいえ 0 回答なし  3 

４．農場見学  農場の説明と動物に触れること  
    

  おもしろかった  はい  31 いいえ 2 回答なし  0 

  興味をもった  はい  30 いいえ 1 回答なし  2 

５．授業全体について   
     

平均  

 ○  授業の目的が明確で、体系づけられてい

ましたか 
⑤  22 ④  11 ③  

 
4 .67 

 ○  配布資料は理解しやすかったですか  ⑤  22 ④  11 ③  
 

4 .67 

 ○  質問がしやすかったですか  ⑤  18 ④  14 ③  1 4 .52 

 ○  先生が熱意を持っていると感じましたか  ⑤  28 ④  5 ③  
 

4 .85 

総合評価（5 段階評価（５（優）→  １（劣 ））  ⑤  27 ④  6 ③   4 .82 

 

 

 

３）岐阜市立女子短期大学食物栄養学科との教育連携  

目的：栄養士を目指す学生を対象とする Farm to Table 衛生教育。肉になる前の

家畜の飼育方法と衛生管理等を理解し、食品や調理の衛生管理等に資すること  

授業科目：公衆衛生学   

担   当：岐阜市立女子短期大学食物栄養学科  中村こず枝  

岐 阜 大 学 応 用 生 物 科 学 部  附 属 家 畜 衛 生 地 域 連 携 教 育 研 究 セ ン タ ー

（GeFAH）・共同獣医学科教員，岐阜フィールド科学教育研究センター技

術職員   

 実  施  日：2016 年 1 月 12 日（B クラス）、1 月 25 日（A クラス）  

参加人数：B クラス  29 名、A クラス  27 名  

実施場所：岐阜大学応用生物科学部 GeFAH、農場、共同獣医学科  

スケジュールと内容：   

11:00     岐阜市立女子短期大学集合（中村こず枝、北川  均）   
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11:00－11:20 移動  岐阜大学スクールバスと指導教員の自家用車等  

11:20－11:30 あいさつ  （学科長  鈴木正嗣、北川  均）オリエンテーション

（北川  均）  

11:30－12:10  講義 1 食肉検査  家畜が肉になるまで。肉・豚肉に関係する

感染症（伊藤直人、浅井鉄夫）  

12:10－13:00 休憩、昼食  

13:00－13:20 講義 2 ウシの飼い方、搾乳方法（衛生管理）（有代直人技術

職員）  

13:20－13:35 講義 3 ニワトリの管理（酒向隆司技術職員）  

13:35－13:50 農場への入り方、消毒の意義・必要性、衛生管理（消毒法と防

護衣の着用方法）（大場恵典、高須正規）  

13:50－14:00 防護衣、マスク、防止、長靴、グローブに着替え。農場に移動  

14:00－15:30 農場見学  （大場恵典、大屋賢司、高須正規、高島康弘、浅井

鉄夫）  消毒を体験する、ウシの飼育現場の説明と動物に触れ

る、ウシの近づき方、触り方、口の中を見てみよう、ミルクの

生産、鶏舎の見学、ニワトリに触れる、防疫等  

－16:00   レポート、乾燥、着替え、終わりのあいさつ、解散  

 

 

 

終了後に教室に戻り、レポート（アンケート）を作製した。岐阜女子大学と同様

に授業評価は非常に高かった（総合評価 4.15、4.83）。また、自由記載欄において、

「農場で実際に動物に触れることができ、座学で聞いたことを実際に確かめること

ができた」、「衛生管理がものすごく大切であること、普段私たちが何も考えずに利

用している食材には様々な手間や知識が使われていることを身を持って感じること
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ができた」、「自分が食べる肉、動物、それに関わった人たちへの“いただきます”

と“ごちそうさま”なのだと感じました」、「私たちは将来食育を教える立場なのに、

本当の意味での命をいただくということが理解できた」、「私たちが口にする食べ物

は、様々な人の努力があって、食べることができていることを感じました。このよ

うな生命に感謝することも忘れないでいたいと思います」などの感想があり、「肉に

なる前の家畜の飼育方法と衛生管理等を理解し、食品や調理の衛生管理等に資する」

というこの授業の目的は達成されたと考えられる。  

 

アンケート集計（2 回の授業を集計）  

岐阜大学－岐阜市立女子短期大学連携授業  アンケート集計   54 名  

個々の授業について  
      

１．家畜が肉になるまで  
  

  おもしろかった  はい  51 いいえ  1 回答なし  2 

  興味をもった  はい  53 いいえ  0 回答なし  1 

２．岐阜大学農場の概要  ウシの衛生管理（搾乳前後～乳の出荷まで）（有代技術職員）  

  おもしろかった  はい  54 いいえ  0 回答なし  0 

  興味をもった  はい  53 いいえ  1 回答なし  0 

３．岐阜大学農場の概要  ニワトリの話  
   

  おもしろかった  はい  53 いいえ  0 回答なし  1 

  興味をもった  はい  54 いいえ  0 回答なし  
 

４．農場への入り方、消毒の意義・必要性、防護服の着用方法  
 

  おもしろかった  はい  54 いいえ  0 回答なし  1 

  興味をもった  はい  51 いいえ  0 回答なし  2 

４．農場見学  農場の説明と動物に触れること  
  

  おもしろかった  はい  51 いいえ  0 回答なし  0 

  興味をもった  はい  54 いいえ  0 回答なし  0 

５．授業全体について     平均  

○  授業の目的が明確で、体系づけられてい

ましたか  
⑤  27 ④  26 ③  0 4.51 

    
回答なし  1 

○  配布資料は理解しやすかったですか  ⑤  21 ④  31 ③  0 4.24 

○  質問がしやすかったですか  ⑤  11 ④  31 ③  11 3.93 

    
そう思わない  1 

○  先生が熱意を持っていると感じましたか  ⑤  43 ④  11 ③  0 4.80 

総合評価（ 5 段階で評価（５（優）→  １（劣）） ⑤  45 ④  9 ③  
 

4.83 
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４）鳥インフルエンザ防疫演習  

学生教育、教員 FD 及び岐阜県連携事業として実施      担当  浅井鉄夫  

【防疫演習概要】  

 都道府県においては畜産農家への口蹄疫や高病原性鳥インフルエンザウイ

ルスなどの家畜伝染病の発生時の被害を最小限に抑えることを目的に、定期

的に防疫演習が開催されています。  

畜産または獣医学を専攻する学生へ実践的な家畜衛生学教育を提供するた

め、岐阜県中央家畜保健衛生所及び高度病性鑑定センターと連携して、畜産

または獣医学を専攻する学生及び教職員と畜産関係者を対象に体験型の防疫

演習を下記のように企画します。  

本演習では、家畜伝染病の発生時の防疫作業を体験するとともに予防に対

する意識を高めるため、講義と実習で構成します。  

 

目標：岐阜県の家畜保健衛生所等の指導の下、家畜伝染病予防法に基づく防

疫作業の方法と流れを理解する。  

日  時： 2016 年 3 月 9 日（水）13 時から 10 日（木）15 時 

場  所：岐阜大学応用生物科学部及び付属フィールド科学センター柳戸農場   

出席者：本学生産環境科学専攻学生（ 3 年以上 5 名）及び獣医学専攻学生（ 4

年生以上 5 名）、県畜産課及び家畜保健衛生所職員（ 10 名）、本学教

職員（ 10 名） 

内容：講義と実習（ 2 日間） 

1. 1 日目：講義  

1）  13： 45～14： 45 最近の家畜衛生をめぐる情勢について（農林水産省  

消費・安全局  動物衛生課  家畜衛生専門官  加茂前清尚）  

2）  14： 45～15： 45 日本とアジアを取り巻く地域での家畜疾病の発生状

況（東京農工大学  国際家畜感染症防疫研究教育センター教授  水谷哲

也） 

（休憩）  

3） 16：00～17：00 防疫作業の流れ（特に事前対応の概要）：岐阜県家畜

保健衛生所   

 

2． 2 日目：実習  

1) 実習内容の説明：岐阜県家畜保健衛生所  

2）農場へ移動  

 

3．  2015 年度岐阜大学高病原性鳥インフルエンザ防疫演習報告  

家畜伝染病の予防に対する意識を高めるとともに、実践的な家畜衛生学

教育を提供することを目的に、岐阜県中央家畜保健衛生所及び高度病性鑑

定センターと連携して、畜産または獣医学を専攻する学生及び教職員と畜
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産関係者を対象に防疫演習を実施した。  

 参加者は、 1 日目が岐阜大学関係 25 名と県関係 11 名（講師 1 名含む）

の計 36 名で、２日目が岐阜大学関係 17 名、県関係 20 名（講師 9 名含む）

及び農水省 1 名の計 38 名でであった。うち、講師を含め両日参加者は、

28 名であった。  

防疫演習は、第 1 日目に家畜伝染病予防法に基づく防疫管理、国内外で

の疾病の発生状況、具体的な防疫作業の流れについての講義を行い、 2 日

目に防疫作業の方法と流れを理解するため、処分予定鶏 198 羽を用いて、

防護服の脱着、捕鳥、処理、搬出の一連の防疫作業をフィールドセンター

で行った。  
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○岐阜県連携  

 １）連携協議会    

岐阜県と岐阜大学との家畜衛生に係る教育及び防疫等に関する連携協議会  

第 3 回連携協議会  2015 年 11 月 13 日  

・報告事項  

  岐阜県中央家畜保健衛生所整備事業の進捗状況について  

  岐阜県と岐阜大学との連携スケジュールについて  

  各専門部会の活動状況報告について  

    （建物、土地使用、施設使用管理、家畜衛生事業の連携）  

・協議事項  

  スケジュール並びに検討事項について  

第 4 回連携協議会  2016 年 3 月 3 日  

・報告事項  

  岐阜県中央家畜保健衛生所整備事業の進捗状況について  

  家畜衛生連携事業の選定及び具体的内容について  

  土地、建物及び施設利用・管理について  

 

 

 

 ２）家畜保健衛生業績発表会                 担当：大場恵典     

第 57 回岐阜県家畜保健衛生業績発表会開催報告  

家畜保健衛生所保健衛生業績発表会は、家畜保健衛生所の事業、調査等に

おける業績について発表・討議を行い、畜産の現況に即した家畜保健衛生事

業等の改善向上に資するとともに、東海北陸ブロック及び全国発表会の県予

選として開催した。また、本年度は、岐阜県と国立大学法人岐阜大学との間

で締結した協定に基づく連携事業の一環として初めて岐阜大学を会場として、

岐阜県主催、岐阜大学共催の形で開催した。  

開催日時：2015 年 12 月 18 日  

開催場所：岐阜大学応用生物科学部 101 号教室  

参加人員：173 名  

地方農政局 1 名、県関係者 74 名、農業関係機関（農協）、1 名、岐阜大学教

員及び学生 95 名、動物薬品器材協会 1 名、製薬会社（助言指導講師）1 名、

岐阜大学助言講師：浅井鉄夫  

発表区分：  

第 1 部  家畜保健衛生所の運営及び家畜保健衛生の推進企画に関する業務  

第 2 部  家畜保健衛生所及び病性鑑定施設における家畜の保健衛生に関す

る試験及び調査成績  

発表演題：  13 演題（第 1 部  7 題   第 2 部  6 題）  
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３）連携勉強会                      担当：高須正規  

 連携をさらに進めるに当たり、岐阜県と岐阜大学の両者において問題意識

を共有し、お互いに関心のある事項を確認する必要があった。この目的で，

本年度は月に 1 度，2016 年 3 月まで 5 回にわたって、岐阜県と岐阜大学がそ

れぞれ話題を提供し、意見を交換するための連携勉強会を行うこととした。

勉強会では、各話題に対して活発な質疑応答があった。岐阜県からは日々の

業務における疑問が提示され、大学側からは学術的なコメントが発せられた。

この勉強会が来年度も継続して実施し、さらに発展させることについて共同

研究や家畜保健衛生所の業務内容に関する理解と合意が形成でき，今後の連

携にとって有用な会となることが期待される。  

 

  第 1 回 11 月 4 日   

中央家保  長谷部文子：県内で発生した IBD ならびに IB  

    岐阜大学  高須正規：在来家畜（木曽馬）の遺伝子資源保存  

 

第 2 回  12 月 2 日  
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 中央家保  大津桂子：県内の腐蛆病の発生状況について  

 岐阜大学  浅井鉄夫：抗菌性物質の使用と薬剤耐性菌  

 

第 3 回  1 月 6 日  

中央家保  浅井礼子 : PED の対応と関連した病鑑について  

 岐阜大学  北川  均：免疫の一片（ひとかけ）ら  ブタ CD4 の遺伝子変異  

 

第 4 回  2 月 3 日  

中央家保  野崎恵子： 豚丹毒の病性鑑定事例について 

岐阜大学  鈴木正嗣 : 近年の鳥獣の生息状況とその背景  

第 5 回  3 月 2 日  中央家保   

中央家保  齋藤恭子 : 黒毛和種子牛の疾病診断における血中ビタミン濃度測

定の有用性  

岐阜大学  高島康弘 : 岐阜県における食肉家畜のトキソプラズマ感染   

 

 

 

 ４）岐阜県職員の業務研修  

  岐阜大学と岐阜県の連携事業の一環として下記の岐阜県職員が岐阜大学

において業務研修を実施した。いずれも新しい検出方法に関する内容であり、

研修内容が家畜保健衛生所の業務に生かされることを期待します。  

 

No. 依頼者  内容  

1 
岐阜県中央家畜

保健衛生所長  

・研修者  ： 野崎恵子、大津桂子（岐阜県中央家畜保

健衛生所）  

    ・研修期間  :  2015 年 9 月 29 日～9 月 30 日  

    ・研修場所  ： GeFAH 実習室  

    
・研修目的  ： パルスフィールドゲル電気泳動解析に関

する研修のため  

2 岐阜県畜産課長  第５７回岐阜県家畜保健衛生業績発表会  

    ・日時  ： 2015 年 12 月 18 日  

    ・場所  ： 岐阜大学応用生物科学部１０１教室  

    
 第一部  家畜保健衛生所の運営及び家畜保健衛生の

企画推進に関する業務  

    
 第二部  家畜保健衛生所及び病性鑑定施設における

家畜保健衛生に関する試験  
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3 岐阜県中央家畜  ・研修者：  野崎恵子、大津桂子  

  保健衛生所長  ・研修期間：  2015 年 10 月 28 日～10 月 29 日  

    ・研修場所：  GeFAH 実習室  

    
・研修目的：  パルスフィールドゲル電気泳動解析に関す

る研修のため  

    ・その他：  酵素法および尿素法  

4 岐阜県中央家畜  ・研修者：  野崎恵子、大津桂子  

  保健衛生所長  ・研修期間：  2016 年 1 月 7 日～1 月 8 日  

    ・研修場所：  GeFAH 実習室  

    
・研修目的：  パルスフィールドゲル電気泳動解析に関す

る研修のため  

    ・その他：  酵素法および尿素法  

5 岐阜県中央家畜  ・研修者：  長谷部文子  

  保健衛生所長  ・研修期間：  2016 年 2 月 25 日  

    ・研修場所：  動物病院棟 2 階、内科学講座  

    ・研修目的：  フローサイトメトリー解析に関する研修  

 

 

 

 

５）家畜衛生推進会議（市町村畜産担当者会議） 

  担当：  岐阜大学  北川 均、高島康弘  

岐阜県中央家畜保健衛生所  技術課長補佐  田中英次  

  2015 年度岐阜大学活性化経費採択  事業名称 :家畜衛生推進の取り組

み・「現場主義」と「対話重視」を基本とする地域連携「家畜衛生勉強会」

開催の試み  

事業の概要（趣旨・目的、取組の背景など） :  

牛や豚、鶏等の家畜を飼育する畜産農家の直接的な管理・指導は、市町村

の畜産担当者（例として岐阜市畜産課、大垣市畜産課等）が担っている。し

かし、これらの担当者は、地域の畜産農家と最も身近に接するにもかかわら

ず、必ずしも獣医師ではないために、感染症を含む家畜衛生に関する知識が

乏しく、家畜衛生に関する啓発や感染症発生時の初動等において十分に活動

できない場合がある。 2015 年 3 月に岐阜大学学長と岐阜県知事の間で締結さ

れた「家畜衛生に係る教育及び防疫等の連携に関する協定書」に基づいて、

岐阜大学応用生物科学部共同獣医学科・家畜衛生地域連携教育研究センター

と岐阜県中央家畜保健衛生所が連携して、地域の市町村の畜産担当者を対象

とする「家畜衛生勉強会」を開催し、家畜衛生に関する知識をわかりやすく
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伝えるとともに、「現場主義」と「対話重視」の立場から畜産農家における

現地説明会等を通じて「市町村の畜産担当者の家畜衛生に関する実践的な知

識」をブラッシュアップし、地域の畜産農家の指導者として、感染症等の異

常発生に迅速に対応するためのノウハウを提供するとともに、より活発な日

常活動の展開をサポートすることにより、畜産を活性化するための地域指導

者として養成する。  

 

    事業の具体的内容：  

   A) 家畜衛生推進会議の準備  

     説明方針の方向付け  

説明内容の協議  

資料準備および改訂  

従来の文章中心の説明文書からパワーポイ

ントを用いた画像を中心とする説明に変更

し、聴衆の理解を深めることを目指した。  

参加者にアンケートをお願いし、今後の改善に資することとした。  

 

   B) 家畜衛生推進会議開催  2016 年 3 月 17 日（木） 

 大垣市岐阜県西濃総合庁舎大会議室  

      内容  

 1) 開会・司会  岐阜県中央家畜保健衛生所  青木栄樹  

  これまでの会議と趣向を変え、わかりやすい業務説明会とするための進

行方法の変更について説明を行ったうえで、わかりやすい会議進行を行っ

た。  

2 ) あいさつ 岐阜県中央家畜保健衛生所長  大平雅史  

 日頃の家畜保健衛生業務への協力及び会議への出席に対し感謝を述べ、ま

た 2017 年 3 月の岐阜大学移転について説明した。  

3）家畜伝染病予防事業  

 村瀬舞子「大規模食鳥処理場の高病原性

鳥インフルエンザ防疫対応」  

 食鳥処理場での高病原性鳥インフルエン

ザ確認時の対応方法の検討結果と今後

の課題をわかりやすく説明した。  

4）家畜保健衛生事業  

 田中英次「岐阜県の畜産の概要と食の安

全を確保するために」  

 家畜保健衛生所が実施している保健衛生事業（家畜伝染病予防事業以外）

の背景を食の安全の観点でわかりやすく説明した。  

5) 病性鑑定事業  



30 

 

 浅井礼子「高度病性鑑定センターの業務」  

 高度病性鑑定センターで実施されている業務がいかに県域の生産者と密接

に関係しているかをわかりやすく説明した。  

6）岐阜大学出前講座  

 高島康弘「食肉から感染する寄生虫  －トキソプラズマ症－」  

 トキソプラズマ症について基本的な事項から感染状況および防ぎ方までわ

かりやすく解説した。  

 北川 均「薬剤の残留について」 

 岐阜県の事例を参照して、抗生物質・抗菌剤の食肉

等における残留とその社会的な影響についてわか

りやすく説明を加えた。  

7) その他  自衛防疫推進会議  

8) 閉会 

 

  実施結果  

 説明方針  岐阜県中央家畜保健衛生所と岐阜大学 GeFAH の担当者が協議

を行い、これまでの推進会議と比較して説明する内容を厳選して、特定の内

容に焦点を当てた重点的な説明をした。家畜伝染病予防事業に関しては「管

内大規模食鳥処理場の高病原性鳥インフルエンザ防疫対策」、家畜保健衛生

事業に関しては「畜産現場における食の安全への取り組み」、病性鑑定事業

に関しては「高度病性鑑定センターの業務について」をパワーポイントを使

ってわかりやすく説明した。また、話題になっている事項について、岐阜大

学の高島康弘と北川  均によるミニレクチャーを実施し、できるだけ興味を

持ってもらう努力をした。  

その結果、「今までの推進会議と比べわかりやすくなりましたか？」とい

う問いに対し、「強くそう思う」または「そう思う」という回答が 72.2%も

あり、当初の目的はある程度達成されたと考えられる。アンケートの意見と

して、「開催時期の検討」と「時間に余裕をもったタイムスケジュール」が

あり、今後の推進会議開催の参考になると考えられた。  

 

2015 年度  第２回  家畜衛生推進会議アンケート集計結果  

    
県職員  

市町村  

職員  
その他  不明  全体  

１．所属  回答者数  7 5 6 1 19 

  回収率（％）  100 71.4 60   79.2 

  出席者数  7 7 10   24 

  欠席者数  1 13 5   19 

  参集者数  8 20 15   43 
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  出席率（％）  87.5 35 66.7   55.8 

２．全体  強くそう思う  1 0 0 0 1 

１）今までの推進会議と比べわかり  そう思う  4 3 4 1 12 

やすくなりましたか  どちらともいえない  1 2 2 0 5 

  そう思わない  0 0 0 0 0 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  1 0 0 0 1 

  平均  3.71 7 5 6 1 19 

３．保健衛生関係  強くそう思う  0 0 0 0 0 

１）  配布資料は理解しやすかった  そう思う  5 3 5 1 14 

ですか  どちらともいえない  1 2 1 0 4 

  そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.68 7 5 6 1 19 

２）  内容はわかりやすかったですか  強くそう思う  1 0 0 0 1 

 
そう思う  5 3 5 1 14 

  どちらともいえない  0 2 1 0 3 

  そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.79 7 5 6 1 19 

４．防疫関係  強くそう思う  0 0 0 0 0 

１）  配布資料は理解しやすかった  そう思う  5 4 6 1 16 

ですか  どちらともいえない  1 1 0 0 2 

 
そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.79 7 5 6 1 19 

２）  内容はわかりやかったですか  強くそう思う  1 0 0 0 1 

 
そう思う  4 3 5 1 13 

  どちらともいえない  1 2 1 0 4 

  そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.74 7 5 6 1 19 

５．病性鑑定関係  強くそう思う  0 0 0 0 0 
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１）  配布資料は理解しやすかった  そう思う  5 3 5 1 14 

ですか   どちらともいえない  1 2 1 0 4 

 
そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.68 7 5 6 1 19 

２）  内容はわかりやすかったですか  強くそう思う  1 0 0 0 1 

  そう思う  5 2 5 1 13 

  どちらともいえない  0 3 1 0 4 

  そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.74 7 5 6 1 19 

６．トキソプラズマについて  強くそう思う  1 1 2 0 4 

  （ミニ講義１）  そう思う  5 3 3 1 12 

１）  配布資料は理解しやす  どちらともいえない  1 1 1 0 3 

かったですか  そう思わない  0 0 0 0 0 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  4.05 7 5 6 1 19 

２）  内容はわかりやすかった  強くそう思う  2 1 2 0 5 

ですか   そう思う  4 3 4 1 12 

  どちらともいえない  1 1 0 0 2 

  そう思わない  0 0 0 0 0 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  4.16 7 5 6 1 19 

７．薬剤残留（ミニ講義２）  強くそう思う  1 1 2 0 4 

１）  配布資料は理解しやすかった  そう思う  4 2 4 1 11 

ですか   どちらともいえない  1 2 0 0 3 

 そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  3.95 7 5 6 1 19 

２）  内容はわかりやすかったですか  強くそう思う  2 1 2 0 5 

  そう思う  3 2 4 1 10 

  どちらともいえない  1 2 0 0 3 
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  そう思わない  1 0 0 0 1 

  強くそう思わない  0 0 0 0 0 

  未回答  0 0 0 0 0 

  平均  4.00 7 5 6 1 19 

８．今後、推進会議で聞いてみたいテ

ーマ等  
・牛白血病  

９．その他意見  

・開催時期の検討  

・時間に余裕をもったタイムスケジュール作り  

・出前講座、またお願いしたい  

・配布資料を見やすく（文字が小さいもの）  

・スライドの字をもう少し大きくしてほしい  

 

 

 

 

６）岐阜県動物用医薬品調査委員会  

平成 27 年 6 月に残留物質モニタリング検査において動物用医薬品が検出された。

その原因を究明するため、岐阜県動物用医薬品調査委員会を設置し、各種調査を実

施した。委員として、岐阜大学応用生物科学部および連合獣医学研究科から北川  均

（委員長）、浅井鉄夫、八代田真人の 3 名が参加した。  

3 回の委員会および 2 回の現地調査、打合せを行い、当該薬品の使用に留意する

必要があるとの報告書を作成した。  
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 ７）動物取扱主任者研修会                         担当 北川 均 

   動物愛護法に規定された動物取扱主任者を対象とする研修会を岐阜県各地域で開催した。研修会

の内容は、基本的な事項に加えて、自分の得意分野の内容を加えた内容の講義とした。今年度も 7

か所で開催された説明会は滞りなく終了し、講演はおおむね好評であった。 

2016 年 2 月 3 日 関保健所（美濃市） 西飯直仁  肥満と糖尿病 

2 月 4 日  西濃保健所（大垣市） 伊藤直人  狂犬病 

2 月 8 日  岐阜保健所（岐阜市） 柴田早苗  心肺蘇生法 

2 月 9 日  東濃保健所（多治見市） 北川 均  犬糸状虫症 

2 月 12 日  中濃保健所（美濃加茂市）大屋賢司  ブルセラ症 

2 月 16 日  岐阜市保健所（岐阜市）浅野 玄  野生動物問題 

2 月 18 日 飛騨保健所（高山市） 松山勇人 犬や猫が食べてはいけないもの 
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 ○共同研究  

１）レギュラトリーサイエンス新技術開発事業「畜産農場における食中毒菌汚染低減に向けた野生

動物の侵入防止策及び衛生害虫まん延防止策の確立」     浅井鉄夫 

畜産への野生動物の侵入や衛生害虫の発生・増加は、飼育されている家畜にサルモネラ、カン

ピロバクター等の食中毒菌及び家畜への伝染病の原因となる家畜疾病病原体を伝播するリスクを

高める要因と考えられている。野生動物及び衛生害虫から食中毒菌及び家畜疾病病原体が分離さ

れることから、生産衛生管理ハンドブック、飼養衛生管理基準等により野生動物等からの病原体

の感染防止を行うこととされ、畜産農場では野生動物の侵入防止及び衛生害虫の蔓延防止に取り

組んでいる。しかし、衛生対策に要するコストや費用対効果などの経済性や、市街地から離れた

地域に所在する畜産農場では、農場周囲に生息する野生動物も多様であることから、十分な効果

が得られていない事例もある。 

そこで、野生動物及び衛生害虫がどのような病原体をどの程度保有しているのか、また、実施し

ている対策の効果に関する詳細データを入手し、畜産農家への野生動物の侵入防止及び衛生害虫

の駆除の重要性を啓発する。また、得られたデータを基に野生動物及び昆虫のそれぞれ特性を考

慮した具体的な侵入防止策及び衛生害虫蔓延防止策を確立するとともに、これらの対策を実施す

ることで、食中毒菌だけでなく家畜伝染性疾病の原因病原体の農場への侵入及び農場内伝播が防

止又はその頻度が低下することで、伝染性疾病の発生率が減少し、結果として収益向上につなが

る可能性をあることを示すデータを入手することを目的に、岐阜県家畜保健衛生所、日本獣医生

命科学大学、東京農工大学、生物科学安全研究所と共同研究を実施している。 

 

 

２）家畜における人獣共通感染性寄生虫の感染状況調査              高島康弘 

岐阜県下で飼育あるいは屠畜された食肉家畜について、ヒトに健康被害を生じる可能性のある寄

生虫を中心にその感染状況を調査した。その結果、トキソプラズマをはじめとしていくつかの寄

生虫感染が見出された。ほとんどの例において当該家畜は無症状であり、屠畜時の食肉検査を通

過、食肉として市場へ流通してしまった。今後、現状の詳しい把握、感染家畜摘発技術の開発が

必要である。 

[参画組織] 岐阜県食肉衛生研究所、岐阜大学、宮崎大学、国立感染症研究所、筑波大学 

[成果] 

1.  Kamai R., Matsuo K., Goto H., Takashima Y., Yoshida A., Maruyama H., Taira K., Akao N.: 

Serosurvey of Toxocara spp. And Ascaris suum larval infections in cattle. Jpn. J. Vet. Parasitol. 13 :1-6, 

2014. 

2.  Matsuo K., Kamai R., Uetsu H., Goto H., Takashima Y., Nagamune K.: Seroprevalence of 

Toxoplasma gondii infection in cattle, horses, pigs and chickens in Japan. Parasitol. Int. 63: 638-639, 2014. 

 

 

３）反芻家畜におけるトキソプラズマ、ネオスポラの伝播状況の解明        高島康弘 

トキソプラズマならびにネオスポラが食肉家畜群内で伝播され、家畜の世代を超えて農場に維持
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されるメカニズムを明らかにするための疫学調査を実施。ネオスポラについては無症状のまま垂

直感染し、仔牛へ病原体が伝えられることが岐阜県下で頻繁に起こっていることを見出した。対

照的にトキソプラズマにおいては無症状の母子感染は反芻動物では少なく、原虫の伝播において

終宿主（ネコ科動物）の役割が相対的に大きいことが分かった。 

[参画組織] 岐阜県食肉衛生研究所、岐阜大学、国立感染症研究所 

[成果] 論文 1編 投稿中 

 

４）宿主動物とトキソプラズマ株の系統解析・病原性解析             高島康弘 

岐阜県下で分離されたトキソプラズマについて、遺伝子系統解析ならびに病原性解析を実施中。

他県および国外でも虫体分離を進めており、これらの株と岐阜株の比較を実施している。さらに

各地域における宿主動物と原虫における遺伝学的解析により、どのような株が地域に蔓延するの

か明らかにすることを目指す。 

[参画組織] 岐阜大学、岐阜県食肉衛生検査所、筑波大学、国立感染症研究所 

[成果] 論文 1 篇、投稿準備中 

 

５）健やかな家畜生産を可能とする「家畜衛生コンソーシアム」の構築       高須正規                              

① 連携体制構築のための事前打ち合わせ 

1) 7月 13日 連携を始めるに当たって顔合わせ 

実施計画を提案した．（家畜保健衛生所にて，北川 均，高須正規） 

2) 8月 3日 事前打ち合わせ． 

実施の詳細を打ち合わせた．（家畜保健衛生所にて，高須正規） 

3) 10月 6日 打ち合わせ 

共同での研究ならびに技術協力だけでなく，双方の理解が重要という結論に至った．県の担

当者も出席し，連携の具体性を高めるための議論を進めた．（中央家畜保健衛生所にて，浅井鉄夫，

高須正規） 

② 2015年度 勉強会の実施 

1) 11月 3日、2) 12 月 2日、3) 1月 6日、4) 2月 3日、5) 3月 2日の 5回。内容は前掲。 

*この間，大学-家畜保健衛生所間での技術交流があった． 

③ 今後の方針 

1) 個々の担当者レベルでマッチング課題を進める． 

2) 隔月ごとに勉強会を進める 

 H28年度，4，6，8，10，12月の第一週(水)に岐阜大学連合獣医学棟二階会議室にて． 

 

６）ブタ抗酸菌症に関する分布実態調査                    大屋賢司 

豚抗酸菌症は、非結核性抗酸菌のうち Mycobacterium aviumおよび M. intracelluraeの 2菌種

（性状が似通っているため MAC (M. avium complex)と総称される）が主な原因菌となります。感

染しても臨床症状は殆ど認められず、食肉処理場の内臓検査で粟状の結核性病変として摘発され

（写真）、病変の見つかった臓器は部分廃棄となります。MAC は感染豚より排出され経口感染しま
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す。また、周りの環境（土壌、おがくず、水など）にも存在し、そ

れらが感染源となることも知られています。本症は全国各地で発生

が認められ、岐阜県においても食肉処理場で処理される個体の数%

で病変が摘発されています。原因菌が遅育菌であり培養が難しいこ

とから、分布実態については全くといっていいほど分かっていませ

ん。以上のことから、岐阜県における MACの分布実態調査をしたい

と計画しています。 

検査材料と内容 

直腸スワブ、飼育場周辺の土、おがくず、わら等：MACの培養を行います。陽性例では、遺伝子型

別を行い、分離した菌の系統解析を行います。 

※頭数などのサンプリングの規模は、改めて相談させていただきます。 

※採材に必要な物品はこちらから送付いたします。 

検査結果について 

 2週間〜1ヶ月を目処に、細菌分離の結果をお返しできます。豚の抗酸菌症は多くの場合不顕性で

あり、存在が確認されたからといって早急な対策が必要になるわけではありません。本症は環境

を浄化することにより、まん延防止が可能と考えられます。調査により、感染状況や汚染箇所を

明らかにできれば、より効果的な対策をとることが可能となります。 

 

７）豚クラミジア症の実態調査                       大屋賢司 

 クラミジアは、偏性細胞内寄生細菌であり、動物から人まで幅広い宿主域、多様な病態を示し

ます。豚からは、Chlamydia suis、C. abortus（羊流産菌）、C. pecorum、C. psittaci（オウム

病クラミジア）の検出が報告されており、豚クラミジア症として結膜炎、呼吸器症状、下痢、流

産の原因となることがあります。豚クラミジア症の実態は、国内において全くといっていいほど

分かっていません。これまでに私たちは、他県の豚飼育農場において、流産や難治性の結膜炎症

例より C. suis の遺伝子を検出しています。また、岐阜県の野鳥から C. suis の遺伝子を検出し

ました。以上のことから、本県における C. suisの実態調査をしたいと計画しています 

検査材料と内容 

豚の血清：間接蛍光抗体法により豚クラミジア抗体の測定をします。 

結膜・直腸・膣スワブ：DNA抽出を行い、PCR法によりクラミジア遺伝子の存在を検討します。陽

性例からは、細菌分離、塩基配列解読を行い、薬剤耐性遺伝子の有無や遺伝子型別等詳細な解析

を行います。 

※頭数などのサンプリングの規模は、改めて相談させていただきます。 

※採材に必要な物品はこちらから送付いたします。 

検査結果について 

 一〜二週間を目処に、PCR の結果をお返しできます。豚のクラミジアは多くの場合不顕性であり、

存在が確認されたからといって早急な対策が必要になるわけではありません。 

クラミジアが原因の結膜炎や流産に対しては、テトラサイクリンやマクロライド系の抗生物質に

よる治療が可能です。C. suis に関してはテトラサイクリン耐性株の存在が報告されていますので、
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治療後の検査（除菌の確認）も協力いたします。本調査を行うことにより、適切な抗生物質の選

択が可能となります。 
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８．平成 28 年度予算申請 政策経費 

平成 28 年度に向けて、大学本部宛て、予算要求を行った。 

予算 内容 金額 

大学、政策経費 

（重点施策推進経費） 

岐阜県中央家畜保健衛生所 ３階備品 12,000,000 

センター技術職員雇用 4,000,000 

GeFAH 運営費 1,000,000 

合計 17,000,000 
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９．広報活動 

 １）応用生物科学部パンフレット 
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２）広報プラザ（バス停前コンビニ内）にポスター掲示 

 

 

 

 

 ３）応用生物科学部シンポジウム  

2016年 3月 22日に開催された応用生物科学部 2015年度応用生物科学部シンポジウム 地域連携

と教育改革 において「岐阜県との連携～家畜保健衛生所・食品科学研究所の学内設置」というタイ

トルで北川が GeFAH の設置経緯、メリット、今後の展望について説明した。 
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編集後記 

 GeFAH がスタートして最初の１年が経過しました。GeFAH の活動概要を記した 2015 年度の年報をお

届けします。GeFAH の発足以来、家畜保健衛生所の移転準備、整備予算獲得、岐阜県との連携事業、さ

らに教育関係共同利用拠点の準備など、多忙な教育研究の合間に GeFAH の事業を積極的に展開していた

だいた GeFAH の関係職員の献身的な努力の成果であるとともに、温かい支援をいただいた応用施物科学

部および共同獣医学科の皆様、岐阜フィールド科学教育研究センター（農場）の技術職員の皆様、事務

職員の皆様、さらに連携事業で密接なご協力をいただいた岐阜県職員の皆様にお礼を申し上げます。ま

た、連携授業の開始にご尽力していただいた岐阜女子大学および岐阜市立女子短期大学の関係職員にも

お礼を申し上げます。大学の本業である教育をより良くできるように、連携教育の方策をご一緒に考え

ていきたいと思います。 

GeFAH への大学本部からの支援として、お蔭をもちまして技術職員 1 名を配置していただき、事業を

展開する基盤が形成されつつあります。現時点では GeFAH の教育職員の増員はありませんが、さらに多

彩な事業を展開するためにも、なんとか専任の教育職員の配置を目指したいと考えています。また、岐

阜大学と岐阜県の土地と建物の貸借関係は 50 年間ということですので、岐阜大学と岐阜県は同じ場所に

住む者として少なくとも 2067 年までは密接に連携して事業を展開していくことになります。暖かく見守

っていただくとともに、皆様のご支援をお願いします。 

最後に、この報告書の表紙と裏表紙の挿絵は金竹応用生物科学部事務長に書いていただきました。金

竹事務長には実質的なメンバーとして GeFAH の運営にも多大のご支援をいただいています。GeFAH の

年次報告に文字通り花を添えていただいたことにお礼申し上げます。 （年次報告編集担当 北川 均） 
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